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1.歴史的概観
昔から融解の理論が目標とした事実には次のようなものがある｡





























































実際の剛体球 2次元系で液相 (流動相 )と固相の体積の差をAA とするとAA/A() -
0.04程度である｡液相は連動部分ばかりから成ると考えて dA=NJとおくと
PA PAAo PAo AAo










二宮 3次元の場合の ringmotion とは ?
戸田 閉曲面の回転だろう｡
蓮 計算機実験のvortexは内部も一緒に動 くのか ?
上田 そういう場合がある｡
蓮 金コロイ芋の order-disorderの phaseboundaryの近 くで vortexmotionが見ら
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融解の理論に対する種々の見方
れるが,縁のみが動き内部がorderedstateの場合と内部も一緒に動く場合とが
見られる｡ Sizeは最大で6×6くらい｡ Significantstructuretheoryを見なお
す必要があるのではないか｡
大川 Ringを数えるときの Isingspinの向きは何の意味があるのか?
戸田 Boundaryでエネルギーがあがるということだ｡
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